(仮称)浦尻貝塚史跡公園づくりに向けての意見


S
· 適当に休息できる施設を設ける（ベンチ・テーブル等の設置）

· 周辺の立ち木は間引きし、遠景が眺められるように、古墳をセメント等で固めずに原型

　　を残しておく

・　全面芝生が無理ならば、砂利敷きにする

T
· 景観が良いので公園としての発展性に期待が持てる

· 史跡だけでは長期的な利用(活用される)は望めない(遊園地と併設をするなどの工夫が必要)

· 貝塚などを掘る体験ができることが多くの人の来場につながる

· 住居跡もありので竪穴住居などを模したキャンプ地と史跡の学習の併用

· 大悲山・野馬追・相馬藩史・小高史と小道具等を併設した資料館の設置

U
· 一般的に表面(地上)だけでなく、その部分を直接展示できる物を作ってはどうか
· 地下の貝塚断面を見せる。

· 時代の流等・展示室は他に類のないものにしてほしい

· 体験学習ができる設備（土器・陶器の製作・貝塚発掘など）を公園内部にしてほしい

M
· 道路の整備

· 縄文時代の集落
· 展示館

· 貝塚の子ども対象とする体験学習

· 展望台

· グランドゴルフ・パークゴルフなどの施設

S
· 海や山そして住居跡を活用した公園

· 国道6号線に主要道路に案内板を作る

· 貝塚の歴史・経過の掲示板を設置する

· 地域住民にも宣伝活動する

T
· 建設時、工事費をかけてもランニングコストがかからない施設をつくる

· 広大な敷地のため、バリアフリーに配慮する(電動カート等の導入)

· 縄文時代に食用とされていた栃・栗等の植樹をし、下刈り等の手入れをせずに自然体で継続する
· 東屋・トイレ・休憩所等は近代建築風でなく自然体を利用した造りとする

· 広範囲な公園となるため、ガイドハウスをその場で番号入力することによってアナウンスされるようにして欲しい
S
· トイレを綺麗に
· 楽しさ・夢が広がるような場所（歌・句を読んだり、子供と過ごせる癒しの空間）、事故や犯罪が起きない造り方が第一に考えてほしい
· 人造物は少なめに自然を生かした作り方にしてほしい
· 植物も自生のものを生かして

· あずま舎は必要だと思うが、できるだけの低コストで維持できるものとする
U
· 縄文時代の木の実を食べていたところより、林を造ったほうがいいと思う

· 視野を妨げないように下枝は少なくしたほうがいい

· 進入路は西の方からもできればいい

A
· 高台から望む縄文時代の海で泳ぐバージョンのうらこちゃんもプラスしては

· 施設の建設にあたって、海岸から比較的近距離のため潮(塩)害の影響があるので建設材等の使用には鉄は使えないので、ステンレス製等の錆びない材質を（高価が難点である）

· 時代の流れを一目でわかるように古墳も明示して

H
· 景観の良いところを生かして史跡公園という目的・活用以外にも地元の憩いの場として散歩・家族でのピクニック等の利用を考えれば、ある程度のバリアフリーの施設であることが必要だと考える
· 丘陵、なだらかな坂を昇り降りで階段は使わない

· トイレは車椅子での使用可能なものをつける。子供も使いやすく明るく広いトイレ（犯罪を　防ぐ意味も）
· 公園として小学校の校外活動・遠足での利用を考えればバスが駐・停車できる駐車場が必要

· 水飲み場

· 手洗い場（トイレの外にも付けてもよい）

· 雨でもお弁当が食べられるくらいの屋根つき場所（最低教室2室分位の広さ）

· 少しの遊具(史跡公園の景観をそこねない程度の自然な色のアスレチックのようなもの)

· 史跡公園として成り立たせる工夫には・・古墳の見せ方・復元住居地の見せ方・発掘されたものの展示（展示室・資料室の設置）・貝塚の一部を実際にみせる
I
· 車椅子用のトイレは広く・きれいで使いやすく

· 車椅子利用者や足の不自由な方々が見学しやすい遊歩道
· 海が一番きれいに見えることころに東屋とかベンチの設置

· 大きな木は残して、その下で涼みたい

· くるみの木があるそうなので、それは残して自然にくるみ拾いができるといい

· 年に数回イベントで縄文時代を体験出来れるもの(全国的にＰＲ)、イベントにうらこちゃんグッズの販売

· 貝塚を目で見て手で触れるようなものがあればいい

Y
· くるみの木・栃の木等、縄文時代にあった木を植えてほしい
· 今でも縄文の人たちが生活している様な、浦尻のムラを表現してほしい

S
· 自然を生かしてほしい
· 子どもたちが体験できるような施設を

· キャラクターの製品があったらいいと思います

· あまり整備しすぎないように

· 地域の人たちも散歩できるような周辺にコースがあればいいのでは

M
· うらこちゃんに手足をつけないでほしい
· サブのキャラクターがいたほうがいい
· グッズを作ったとして、どこで販売するのか
· 公園内のあらゆる案内板にうらこちゃんもしくはうらこちゃんシルエットを使いたい

· うらこづくりが体験したい

· 駐車場ってどうするのか
· 浦尻貝塚は鹿島のさくらホールみたいになかなか行きにくい場所
I
· 海が見える景色・緑の自然いっぱいの広大なところを生かして
· 誰が来ても歩きやすい散歩コースがあってもいいかもいいかもしれません

· 誰が見ても古墳だとわかるように見せる
· 土器がたくさんある特性をどうにか生かしたい
· 子供たちも土器の発見できるようなスペースづくり
· 地図でも色分けされているようにスペースもオレンジ・緑・ムラサキのゾーン別に区別する
· 必要なもの・・・駐車場・トイレ・公園内の案内図

K
· 青森県三内丸山遺跡のイメージで（ヤグラ・復元住居等）

· 高台の位置を生かす：海・山が見渡せる（遠くからでも目立つもの）

· 展示資料室の建設(体験室)・体験施設・休憩所の設置

· 紹介ビデオ（ＤＶＤ）の作成→配布

· 貝塚の位置がわかりづらいので、目立つ案内板の設置。原町・浪江駅にも

· 「うらこちゃん」のぼりの作成

· 「うらこちゃん」ポスター（ラミネートしたもの）配布

· 小・中学生用別製本の作成

· 縄文サミットの開催(全国か東北の市町村に呼びかける)

· 校舎耐震（Ｈ21）に合わせ「うらこちゃん」マークを外から見えるどこかに設置する
· 縄文当時(貝塚)の福浦(浦尻)の全体像がわかる模型(大型)の作成
F
· 縄文時代の生活に結びつく、木の実の収穫のできる植樹によって当時の様子の再現を計る

· 古墳の整備によって時代の流れを知る工夫を加える

· 国指定史跡（南相馬市内）位置を地図によって紹介する。案内標示についても同様（現地迄の標示も同様）

· 海の景観を有効に活用できる整備が重要

· 植樹の時、小学生等地元の子供たちの参加により、史跡の大切さや郷土愛を高める
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